The Origin of Narratives：Reading Paul Auster, The Book of Illusions (2002) by Nakatani, Hitomi
－ 43 －
ものがたり/物語の臨界とテクスト生成―Paul Auster, The Book of Illusions（2002）を読む（中谷）




う。オースターの The Book of Illusions （2002）の主人公で、妻子を飛行機事故で失い死んだも













人公に大きな影響を与えた Alma Grund のお陰か。この小説が提示するのは、まだ混沌としたま
まで文字化以前の言述－分別的に「ものがたり」と考えよう－から、制度的言語で語られる明確
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No mattter how hard he works, no matter how diligently he performs the menial and often 
absurd tasks that are assigned to him, Hector conveys a sense of detachment,  as if he were 
somehow mocking himself and congratulating himself at the same time.  He seems to live in 
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はそのような人生を、生き方を実現可能にする。積極的態度や自己肯定的な意識がそれを容易に
するのである。こうしてヘクターの物語は、デイヴィッドが悲しみの日々を脱して生き直す力を
醸成する。最後の無声映画二作 Mr. Nobody と Double or Nothing には、無声映画からトーキー
に移行しつつあった時代のヘクター自身の迷いやプロデューサーとの関係、三角関係から取り返
しのつかない事態を招いた実生活が反映されている。ヘクターは俳優としての自身の抹殺や苦悩


























分が息子 Todd で、アルマが妻 Helen であるという生々しい感覚を体験し、自分が違う人間にな
ったことを意識する。（125）以後、アルマの象徴的な母の導き／愛によって、彼は再生・再活性














Imprisoned in his private Alcatraz, he spent the years of his captivity acquiring a new 
language to think about the conditions of his survival, to make sense of the constant, 
merciless ache in his soul.  According to Alma, the rigors of this intellectual training 
gradually turned him into someone else.  He learned how to look at himself from a distance, 
to see himself first of all as a man among other men, then as a collection of random particles 
of matter, and finally as a single speck of dust–and the farther he traveled from his point of 
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強盗の銃弾から救った彼に、彼女は断言する:「あの銃弾であなたは赦された。あなたは私の生




















　その結果できたのが、90分以上の長編11本と 1 時間以下のもの 3 本の映画である。非常に個人
的で地味だが、幻想的な要素が、変わった詩情とでも言えるものがある。映画作りのルールをい



























ーの名前の変遷は示唆的である。本名 Chaim Mandelbaum から無声喜劇映画俳優 Hector 
Mann へ、逃亡中の Herman Loesser（lessの連想からより少ない存在感、あるいは本当の自分か
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言葉の羅列であり、単なる音の連続だ。一部を見てみよう。　
　　 Bur Chervil.  Spreading dogbane.  Labriform milkweed.  Skeletonleaf bursage.  Common 
sagewort.  Nodding beggarsticks.  Plumeless thistle.  Squarerrose knapweed.  Hairy fleabane. 
Bristly hawksbeard.  Curlycup gunweed.  Spotted catsear.  Tansy ragwort.  Riddell 






















































彼らの農場を "the Bluestone Ranch" と呼ぶ。夜、フリーダの犬を二人で散歩させていた時、彼
は歩道にほのかな青い光を放つ宝石のようなものを発見するが、実は唾液／痰だった。（286）こ
れから二人で築いていこうとしている生活が幻を土台にしていることを、彼は知っていた。（286-7;
石はオースターの映画 Lulu on the Bridge （1998）でも、重要な意味を付与されている）また、
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ざされた空間－から脱出するのだ。また、この小説は物語の始源についての示唆を与えてくれる。











のがたり／物語の臨界とテクスト生成――Paul Auster, The Book of Illusions（2002）を読む」に基づいている。
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